
彙

報

暫
畢
倫
理
撃
禽

　
三
月
十
一
日
午
後
六
時
雫
κ
り
學
生
集
會
所
に
於
て
例
愈
を
開
…
き
、
　
左
の

講
演
あ
り
。

　
心
理
的
露
心
理
釣
　
　
　
　
　
筆
硯
士
　
　
肪
　
蔓
　
理
　
作
　
君

心
理
羅
譲
需
禽

　
叢
月
三
十
臓
午
後
三
時
串
よ
り
心
理
學
實
験
揚
に
撃
て
壷
皿
を
開
く
、

演
左
の
如
し
。

　
　
　
洩
小
田
悶
見
開
…
談
、
バ
ヅ
シ
ー
イ
ン
ス
チ
ナ
ユ
ー
ト

　
　
　
に
於
け
る
潰
憐
研
究
，
ク
ラ
ー
ク
穴
馬
近
況

典
他
。

交
鰹
博
士
　
　
内
　
田
　
銀
　
薙
　
君

融
　
愈
　
轟
　
禽

　
三
月
十
九
R
。
學
生
巣
禽
場
に
て
開
還
す
。

　
　
　
　
　
　
　
の

野
饗
學
專
攻
生
宇
部
幽
無
し
、

ゴ
大
學
へ

　
　
　
　
　
工
業
孜
都
奄
登
窯
と
家
族

　
　
　
　
　
　
　
黒
蓋
太
辮
氏
ゐ
講
演
あ
り
、
講
演
は
、

ン
ダ
ー
ソ
ン
贈
教
授
の
諭
文
の
簾
課
に
し
て
、

講

し講米
て美田N
　．幽　幣llζ
　ti）　ll；IF

穴り1褥
塵。「・r

左講初
の演め
如はと
し’し
。シて
　カ、

　
　
　
都
市
の
駿
熊
が
家
族
盈
活
に
と
っ
て
有
寄
な
ー
ー
と
い
ふ
は
、
如
侮
な
働
事

　
　
實
を
指
ず
か
。
　
両
し
て
雌
挙
挙
の
事
實
は
、
郡
市
止
活
に
必
然
的
疋
附
き
糎

05嬉
　
　
ふ
画
有
の
も
の
で
あ
ら
ら
か
。
　
叉
是
等
は
既
に
世
人
に
知
ら
れ
て
み
る
方
法

に
よ
っ
て
、
果
し
て
改
良
し
得
る
や
如
何
。
　
芳
し
又
是
に
よ
っ
て
改
良
し
得

ず
と
ぜ
ば
、
吾
八
は
如
何
な
る
方
面
に
、
新
な
る
研
究
を
蓬
め
ね
ば
な
ら
ぬ

か
。

　
以
上
廻
つ
の
問
題
に
答
へ
る
の
が
、
本
論
丈
の
要
旨
で
あ
る
。

　
先
づ
都
市
生
活
に
は
、
疾
病
及
死
亡
が
多
い
。
　
其
原
爾
の
主
な
る
竜
の
は

一
、
漁
灯
の
正
慶
の
露
な
る
こ
と
、
二
、
流
行
病
の
危
鹸
多
き
こ
と
ハ
三
、

．
職
業
か
ち
生
ず
る
病
氣
、
脇
、
住
宅
の
不
完
全
、
　
五
、
娯
樂
機
騨
及
修
養
の

揚
所
に
人
の
宿
集
す
る
こ
と
。
六
、
　
小
見
の
死
亡
率
に
つ
い
て
は
、
術
特
殊

の
原
因
が
あ
る
。

　
又
都
市
は
腿
産
率
が
低
い
。
生
活
費
の
｛
当
室
な
る
こ
と
。
牧
入
の
不
咄
帷
實

な
る
こ
と
、
妊
婦
の
養
生
の
織
來
に
く
き
藩
士
が
、
露
な
る
順
閃
を
な
し
て

み
る
。

　
都
市
生
活
は
又
一
夫
一
点
糊
度
の
誰
持
に
不
適
寓
で
あ
る
。
　
都
市
に
は
叉

離
婚
の
撒
も
多
い
。
か
く
考
⊃
、
鴨
る
と
、
都
市
生
活
、
近
代
的
工
業
生
活

は
、
決
し
て
家
族
に
鋤
レ
て
、
　
よ
き
影
響
を
及
ぼ
す
と
は
智
は
れ
な
い
。
或

著
者
は
誕
會
的
淘
汰
と
い
ふ
輸
か
ら
考
へ
て
、
　
都
市
生
活
の
頂
値
を
高
潮
し

て
み
る
人
も
あ
る
が
、
此
種
の
淘
汰
は
、
　
あ
蜜
り
に
コ
ス
ト
リ
ー
な
も
の
と

言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
と
患
ふ
。

　
扱
つ
ら
一
都
市
生
活
よ
の
昔
痛
を
見
る
と
、
憂
く
る
鄭
の
鷹
來
な
い
蓮

命
や
、
盲
目
な
る
自
然
力
か
ら
湿
た
も
り
は
一
つ
も
な
い
。
す
べ
て
麸
人
聞

が
選
び
と
っ
て
、
人
衛
が
行
ふ
た
聚
散
で
あ
る
。
だ
か
ら
科
學
の
維
大
な
る

結
果
を
以
て
す
れ
ば
、
　
之
を
改
め
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
．

然
ら
ば
翻
侮
な
る
方
針
の
下
に
之
を
行
ひ
う
る
で
あ
ら
う
か
。
先
づ
第
一
に

む
元
氣
妊
ん
に
し
て
健
傘
な
る
智
に
、
多
く
の
子
を
薩
ま
し
む
る
幽
く
敏
育

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
一
五
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「

　
　
　
　
　
　
哲
　
學
　
研
　
究
　
　
藥
三
十
．
八
蟄

す
る
、
　
ユ
ー
ゼ
論
ッ
ク
人
を
適
用
す
る
。
し
か
し
之
が
利
耀
遽
珊
に
、
廓
、
際

々
の
翻
制
限
の
あ
る
こ
と
〃
施
肥
れ
．
て
は
な
ら
ぬ
。
　
そ
こ
で
ど
ら
し
ゲ
、
も
、
結
騎

は
不
健
金
灘
の
隔
離
駈
や
、
　
苦
痛
な
き
去
勢
法
を
組
ひ
な
け
れ
ば
な
ら
練
様

に
な
る
。
　
岱
慨
級
移
住
斌
の
雍
住
を
防
止
す
る
こ
と
も
必
要
で
か
6
9
る
。
跳
ハ
穂

彊
禰
嫌
瞼
遡
度
、
　
衛
生
難
態
の
改
．
航
等
學
衛
の
感
賞
と
熱
心
4
9
努
力
等
に
よ

っ
て
、
都
市
生
活
が
家
族
に
及
ぼ
す
不
健
全
な
る
影
響
を
、
と
り
去
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
の

が
構
來
る
こ
と
を
、
私
望
姫
信
ず
る
も
の
で
あ
る
。
鋭
々
。

月

曜
　
愈

　
三
飯
十
七
β
午
後
七
時
よ
り
軽
科
大
判
坐
理
學
教
釜
に
於
て
開
會
、
　
石
紳

潜
函
の
本
誌
三
潟
號
に
叢
表
し
た
る
蜘
機
能
戯
画
澱
心
理
學
』
に
就
て
討
究
せ

リ
。
　
石
塁
、
旅
松
、
黒
鵤
植
田
、
安
部
、
由
角
、
久
松
諸
君
鍵
席
丁
。

寄
贈
書
籍
雑
誌

倫
理
畢
綱
要

八紅ダ
木裏馨
沼　　シ

源正1
八美要
覧

一
二
六

大
　
　
同
　
　
億

　
哲
峰
難
誌
、
心
理
研
究
、
棄
洋
哲
學
、
六
夢
難
誌
、
東
曲
之
光
、
無
鑑
燈

密
宗
學
諏
、
早
稻
田
丈
學
、
學
絞
教
育
、
教
育
、
内
外
教
育
評
論
．
國
坂
教

育
、
教
育
學
術
界
、
教
育
界
、
教
育
研
究
、
教
育
上
諭
、
漿
京
教
育
、
奈
良

縣
数
育
、
欝
岡
縣
敏
育
、
近
江
敏
育
、
蚊
阜
縣
敏
育
、
部
市
教
燦
1
3
、
僑
濃
敦

育
、
趣
賀
縣
敦
育
、
長
崎
縣
教
育
難
誌
、
宮
城
敏
育
、
愛
媛
教
育
、

　
　
　
9

薗三目三

脚
　
支
那
思
想
史
よ
ら
観
回
る
回
国
省
：
：
・

土
師
寺
三
軍
論
・
：
：
：
：
：
・
：
・
：
・

：
・
：
・
交
學
博
士
服
部
宇
之
吉

：
：
：
：
丈
學
士
　
土
　
　
田

杏
　
村

プ
リ
メ
ト
テ
レ
婁
ス
の
倫
理
と
二
心
…
…
…
…
…
…
丈
學
博
士
藤
井
健
治
郎

貿
蹉
下
聞
単
玉
下
読
に
就
て
：
：
：
：
：
：
：
・
：
：
：
：
・
文
學
士
、
尾
　
生
　
光
　
三
　
郎

最
近
心
理
學
の
登
達
：
：
・

・
：
・
：
：
・
：
・
：
：
：
丈
學
士
　
深

田

武


